
■両部会からの報告について（合同部会の論点） 

検討の必要性 
部会において確認された方向性

基盤整備推進部会 まちづくり推進部会
東口全体の
まちづくり

【合同部会の論点】 大宮駅東口におけるまちづくりの考え方（案） 
・オープン会議を開催するなど、多様な方の意見を取り入れていく方向性を確認（まち③） 
・駅前と駅周辺が一体的に活性化していくことが重要との認識を確認（まち④） 
・まちづくりの考え方を提示するなかで、大宮駅東口のまちづくりの考え方を検討中（基盤⑥、まち④）都市機能 

（第 3回推進会議）
整備方針（案）「ビジネス拠点の集積」、「東日本連携」、「商都大宮の再生」「上
質な住環境」等、都市機能に関する取り組みのイメージを具体化するため、 
■さいたま新都心と一体となった拠点機能の強化 
■地区の特性を活かした都市機能の集積 を検討事項とした。

歩行者 
ネット 
ワーク 

（第 3回推進会議）
整備方針（案）「歩行者ネットワーク・たまり空間」について、まちの回遊機
能を強化させる取り組みのイメージを具体化するため、 
■2 本の東西軸による歩行者ネットワークの強化 
■大宮らしさを活かした歩行者ネットワークの形成 
を検討事項とした。 

また、大宮駅周辺地域戦略ビジョンに「おもてなし歩行エリア」の位置づけ
がある。 

①新たな東西通路の整備
○東西通路の必要性
・まちの回遊性向上、都市防災機能の強化、及び駅機能の高度化の 3つの視
点からの必要性を確認（基盤②③） 

○施設位置 
・大栄橋と中央通路の中間付近への整備を確認（基盤②）

・「①新たな東西通路の整備」を前提として、歩行者空間のイメージ
を検討中

②賑わい交流軸及びシンボル都市軸の整備（東口）
○将来の歩行者動線 
・将来の歩行者ネットワークの主動線として「賑わい交流軸」、「シンボル都
市軸」を位置づけ、大宮の個性を活かすことを確認（基盤③） 
③路地空間の界隈性を継承した開発整備（東口） 
○将来の歩行者動線 
・東口における歩行者動線の特徴を整理（基盤②）した上で、路地空間を維
持・継承していく方向性を確認（基盤③）

・「②賑わい交流軸及びシンボル都市軸の整備（東口）」、「③路地空
間の界隈性を継承した開発整備（東口）」の整備を前提として、歩
行者空間のイメージを検討中

【合同部会の論点】 スタディパターン 
②賑わい交流軸及びシンボル都市軸の整備（東口）、③路地空間の界隈性を継承した開発整備（東口） 
○歩行者空間のイメージ 
・駅からまちへ降ろし方、開発街区との接続（デッキ）等について検討中（基盤④ 、まち② ）

④既存デッキネットワークへの接続整備（西口）
・西口の既存歩行者ネットワークと、新たな東西通路との接続のあり方を検
討していく必要性を確認（基盤⑥）

駅前空間 

（第 3回推進会議）
整備方針（案）「歩行者ネットワーク・たまり空間」について、駅からまちへ
人を惹きつけるとともに、「公共交通・他モード連携」について、東日本から
の集結・交流機能を高める交通結節機能を強化させる取り組みのイメージを
具体化するため、 
■交通ターミナルとして誰もが利用しやすい駅前広場の形成 
■市民や来訪者が憩い交流することができる空間の確保 
を検討事項とした。 
また、整備方針（案）「景観」について、風格ある駅前景観を形成する取り組
みのイメージを具体化するために、 
■東日本の玄関口に相応しい景観形成 
を検討事項とした。 

①交流広場の新設整備
○交流空間の必要性 
・まちの魅力を向上させるための「まちづくり戦略」、及び「都市防災機能の向上」
の視点から必要性を整理し、交流機能の導入イメージを確認（基盤③） 
②交通広場の再整備 
○導入する交通機能 
・各交通モードの利用状況等から導入する交通機能の方向性について確認
（基盤②③）

・「①交流広場の新設整備」、「②交通広場の再整備」の整備を前提と
して、交流広場・交通広場の配置や駅前空間イメージを検討中 

①交流広場の新設整備、②交通広場の再整備
○交流広場・交通広場の配置 
・新たに交流空間を創出し、必要な交通空間を確保するため、交通機能をコンパクトにし、 
土地の重層利用を検討していくことを確認 

【合同部会の論点】 スタディパターン 
①交流広場の新設整備、②交通広場の再整備 
○駅前空間イメージ 
・4 つのスタディパターンで検討中（基盤④ ）（まち② ）
※「東日本の玄関口に相応しい景観形成」については、上記、駅前空間のイメージのなかで検討 

道路 
ネット 
ワーク 

（第 3回推進会議）
整備方針（案）に掲げる都市機能をターミナル街区での市街地開発で実現す
るとともに、歩行者優先の空間を形成するため、 
■地区内に流入する自動車交通の抑制 
を検討事項とした。

①道路ネットワークの強化・拡充、②TDM施策の展開
・自動車交通を抑制する具体的な取り組み方策を抽出するために、想定され
る交通課題と対応策を整理した上で、交通量推計を行う検討ケースを確認
（基盤⑥） 

駅機能 

（第 3回推進会議）
整備方針（案）「公共交通・他モード連携」における交通結節機能の充実に関
する取り組みのイメージを具体化するため、 
■鉄道利用に関する安全性と利便性の向上 
■東日本の拠点としての広域交通ネットワークの強化 
を検討事項とした。  
また、国の計画にも位置づけがある。 ※

①駅機能の高度化
・鉄道利用に関する利便性の向上を図るため、新たな東西通路と連携した駅
改良事業の推進を図ること、東武野田線の安全性の向上を図るため、ホー
ム拡幅等の推進を図ることを確認（基盤⑥） 

※「首都圏広域地方計画」において、大宮が「東日本の玄関口」に位置づけ 
「東京圏における今後の都市鉄道のあり方について」において、「駅空間の質的進化に資するプロジェクト」として、東武大宮駅の移設等による鉄道路線間の乗換改善や東西自由通路及び東口駅前広場の整備等による回遊性の向上が図られることが期待されている。

資料１ 
は、当初検討スケジュール（案）における検討項目 


